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天然林等の大部分は、
かつて人が利用していた
里山広葉樹二次林
（原生林は極わずか）

薪炭材としての燃料利用から
エネルギー革命で、放置林化

これまでは、産業化されている
人工林への支援が中心であり、
里山広葉樹林の諸課題解決への
アプローチは数少ない



里山広葉樹林の諸課題 山側 ２

１．太径化しつつあるが
需給マッチング不足で、
安易にチップ化薪化されやすい

２．太径化と高樹齢化することで、
虫害が広がると激甚化しやすい

３．伐採・利用が行われないことで、
里山林の新陳代謝が不足

ナラ枯れ被害の例 大山（出典 神戸大 黒田先生資料）

島根県匹見町の薪のストックヤードと薪用に玉切りされた太径の栗材



里山広葉樹林の諸課題 木材産業側 3

１．歩留まりが悪く乾燥原板で買いたい

２．円安・インフレで、これまで通り
世界から購買できるか不透明

３．将来的な輸出時に木材の認証証明
が必須になる際に対応できない
例：EUDRなどの規制強化

日本経済新聞 21年11月25日報道記事



課題解決へのアプローチ ４



広葉樹林の立木カタログづくり ５

１．ボラティリティの高い広葉樹林の立木カタログをつくる

２．伐る前に、売り手と買い手をマッチング

３．家具や楽器向けに、立木・原木を高く売る

チップ材 １万円／m３～

家具用材 ５万～20万円／m3～



デジタル管理の仕組み ６



電子タグのデータの受け渡しの仕組み ７



サービスの現在地と今後について ８

▼β版システムで草の根活動的に、調査希望地を調査し、
家具メーカーらとマッチングし、伐採から家具利用を実施

→22年末～23年春にかけて、システム上でマッチングをめざす

今後
▼大手木材利用メーカーと、海外利用に向けて協議スタート

▼データ化を森林環境譲与税や、カーボンクレジットの仕組みと
組合せた事業モデルづくりへの取組



次の展開へ向けて ９

この取組に協力してくださる自治体、事業会社、資本家を募集しています。

▼山側 森林所有者、自治体

▼産業側 製材業、家具メーカー、楽器メーカー
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